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※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

　
【
対
象
】平
成
１３
年
４
月
２
日
～

平
成
１４
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方
　
詳
し
く
は
市
文
化
協
会
☎
４
７

７
・
４
７
０
０
、
ま
た
は
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
☎
４
７
０
・
７

７
８
４
へ
。

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
右
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
市
指
定
下
水
道
工

事
店
ま
た
は
環
境
政
策
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎︎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

　
※
第
１
回
実
行
委
員
会
は
、
５

月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会

議
は
毎
月
１
回
、
２
時
間
程
度
の

開
催
予
定
で
す
。

　
申
し
込
み
は
４
月
３０
日
（
金
）

ま
で
に
（
必
着
）、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
所
属
団
体
名
・
活
動

内
容
ま
た
は
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く

る
め
で
企
画
し
た
い
こ
と
を
記
入

の
上
、
〒
２
０
３

−

８
５
５
５
、

市
役
所
生
活
文
化
課
市
民
協
働
係

宛
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
２
・
１
１
３
１
）
で
送
信
を
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

業
施
策
へ
の
提
言
な
ど
を
整
理
し

ま
し
た
。

　
同
計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
産
業
政
策
課
（
市
役

所
６
階
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
同
１
階
）、
中
央
・
滝
山
・
ひ

ば
り
が
丘
・
東
部
の
各
図
書
館
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
農
政
係

☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

２０
歳
を
迎
え
た
学
生

は「
学
生
納
付
特
例
」

の

ご

利

用

を

　
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
日
本

国
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
２０
歳

を
迎
え
る
方
に
誕
生
日
の
前

月・当
月
に「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

と
「
国
民
年
金
手
帳
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
保

険
料
や
支
払
方
法
な
ど
詳
し
い

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

も
し
学
生
で
支
払
い
が
困
難
な

場
合
は
「
学
生
納
付
特
例
」
が
申

請
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
所
得
が

少
な
い
学
生
を
対
象
と
し
た
保
険

料
の
納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

　
申
請
は
、
学
生
証
・
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
確
認
書
類
・
身
元
確
認
書
類

を
持
参
し
、
市
役
所
も
し
く
は
年

金
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

　
対
象
に
な
る
方
は
、
大
学
や
専

門
学
校
な
ど
（
学
校
法
人
で
規
定

さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が
１
年
以

上
の
課
程
が
あ
る
学
校
）
に
在
籍

す
る
方
で
ご
本
人
の
前
年
所
得
が

基
準
以
下
の
方
で
す
。

　
申
請
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
承
認
又
は
却
下
通
知
」
が
届
き

ま
す
。
承
認
と
な
っ
た
場
合
は
１０

年
以
内
な
ら
後
か
ら
納
め
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
、
追
納
し
た
期

間
は
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場

合
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。
追

納
す
る
対
象
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
承
認
さ

れ
て
い
た
期
間
の
当
時
の
保
険
料

に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
追
納
保

険
料
は
、
承
認
期
間
の
う
ち
古

い
月
の
分
か
ら
納
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
２
年
度
に
「
学
生
納

付
特
例
」
に
承
認
さ
れ
て
い
た

方
で
３
年
度
も
引
き
続
き
同
一

の
学
校
に
在
学
予
定
の
方
は
、

３
月
末
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
た
、
は
が
き
形
式
の

「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
れ

ば
申
請
で
き
ま
す
。
ま
た
、
制

度
を
利
用
せ
ず
保
険
料
の
納
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
書

送
付
の
希
望
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
ま
た
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１

１
６
５
へ
。

　
市
で
は
、
榛
名
湖
周
辺
の
宿
泊

施
設
と
契
約
を
結
び
、
利
用
料
金

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
【
対
象
】市
内
在
住
で
６
歳
以
上

の
方

　
【
助
成
金
額
】１
０
０
０
円
。
１

年
度
に
つ
き
１
人
１
泊
を
限
度

　
利
用
の
際
は
「
宿
泊
施
設
利
用

券
」
が
必
要
で
す
。
利
用
券
の
交

付
は
、
表
の
宿
泊
施
設
に
直
接
予

約
し
た
上
で
、
生
活
文
化
課
（
市

役
所
２
階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。　

　
※
利
用
料
金
は
、
各
施
設
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く

だ
さ
い
。

　
【
活
動
場
所
】小
山
１
ノ
１６
（
小

山
緑
地
保
全
地
域
内
）

　
【
活
動
期
間
】３
月
〜
１０
月
の
第

２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時
半
〜

１１
時
頃

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
生
活
文

化
課
☎
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

可
能
）
を
郵
送
（
書
留
）
で
、
東

京
都
福
祉
保
健
財
団
☎
０
３
・
３

３
４
４
・
８
５
３
３
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
募
集
要
項
ま
た
は
同
団

体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://
w
w
w
.fukushizaidan.jp/111k

osodateshien/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
福
祉
保
健
局
計
画

課
☎
０
３
・
５
３
２
０
・
４
１
２

１
へ
。

　
【
日
時
】４
年
１
月
１０
日
（
祝
）

▼
１
回
目
（
午
前
１０
時
半
か
ら
）

＝
久
留
米
中
学
校･
西
中
学
校･

南

中
学
校
の
通
学
区
域
の
方
▼
２
回

目
（
午
後
１
時
半
か
ら
）
＝
東
中

学
校
・
大
門
中
学
校･

下
里
中
学

校
・
中
央
中
学
校
の
通
学
区
域
の

方

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地

下
水
を
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
す
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
市
内
の

豊
か
な
水
辺
環
境
を
保
全
す
る
た

め
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。設

置
補
助
金
制
度

　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
１
０
０

０
平
方
㍍
未
満
の
既
存
の
個
人
住

宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く
一

般
住
宅
）
を
所
有
す
る
方　

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

家
族
で
災
害
時
の 

行
動
に
つ
い
て
確
認 

し

ま

し

ょ

う

　
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
で
は

新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
入
学
や
進
級
に
併
せ
、

防
火
防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年

目
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
子
ど

も
の
成
長
と
学
び
に
合
わ
せ
て
、

家
庭
で
も
防
火
防
災
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
家
族
で
一
緒
に
避
難

場
所
ま
で
歩
い
て
避
難
経
路
を
確

認
し
た
り
、
家
庭
内
の
家
具
の
転

倒
・
落
下
・
移
動
を
防
止
す
る
た

め
の
「
家
具
転
倒
防
止
対
策
」
を

実
施
す
る
な
ど
、
家
庭
で
の
防
災

力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家

族
で
防
災
セ
ミ
ナ
ー
や
地
域
の
防

火
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
、
地

域
の
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
が
、
次
の
よ
う
に
成
長

段
階
に
応
じ
た
防
災
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
幼
児
＝
災
害
時
に
は
身
を
守

る
動
作
が
で
き
る
▼
小
学
生
＝
身

の
安
全
の
確
保
や
、
初
期
消
火
や

応
急
手
当
が
で
き
る
▼
中
学
生
＝

基
本
的
な
防
災
行
動
力
を
身
に
付

け
、
地
域
防
災
の
担
い
手
に
な
る

▼
高
校
生
＝
災
害
時
に
は
自
分
で

判
断
を
し
て
、
初
期
消
火
や
応
急

救
護
が
で
き
る
な
ど
、
防
火
防
災

に
お
い
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
▼

大
学
生
＝
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
社
会
に
貢
献
す
る
。
幼

児
な
ど
に
安
全
教
育
を
行
う
技
術

を
身
に
つ
け
る
。

　
消
防
署
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

に
配
慮
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
成
長
に
合
わ

せ
た
防
災
教
育
と
訓
練

指
導
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
家
族
や
地
域

ぐ
る
み
で
、
防
災
行
動

力
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米

消
防
署
防
災
安
全
係
☎

４
７
１・０
１
１
９（
内

線
３
２
２
）
へ
。

東
京
消
防
庁 

公
式
ア
プ
リ

　
消
防
や
救
急
の
知
り

た
い
情
報
を
い
つ
で
も
・
ど
こ
で

も
・
手
軽
に
入
手
で
き
る
安
全
安

心
情
報
ツ
ー
ル
で
す
。
左
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る
め
（
消

費
生
活
展
）
は
、
く
ら
し
の
中
の

契
約
や
安
全
、
環
境
、
食
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
消
費
生
活
を
考

え
、
消
費
者
意
識
の
向
上
を
図
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
実
行
委
員
会
と

市
の
共
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
１１
月
２７
日
（
土
）・

１１
月
２８
日
（
日
）
の
２
日
間
で
開

催
す
る
予
定
で
す

　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
、
日
程
な
ど
の

変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
消
費
生
活

に
関
心
の
あ
る
個
人
・
団
体
・
事

業
者
の
方
を
募
集
し
、
テ
ー
マ
や

イ
ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
、
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
消
費
生
活
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
実

行
委
員
と
し
て
一
緒
に
活
動
を
し

ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、平
成
２８
年
３
月
に「
東

久
留
米
市
農
業
振
興
計
画
」
を
策

定
し
、「
市
民
み
ん
な
で
未
来
に

つ
な
げ
る
都
市
農
業
」
を
将
来
像

と
し
て
４
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
各
種
農
業
施
策
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　
１０
カ
年
計
画
の
中
間
年
で
あ
る

令
和
２
年
度
に
、
現
計
画
の
進
捗

状
況
な
ど
を
点
検
・
評
価
し
、
必

要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
や
改

善
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
都
市

農
業
に
関
連
す
る
法
律
の
改
正
な

ど
を
踏
ま
え
た
今
後
５
年
間
の
農

　
「
小
山
茶
園
」
は
、
東
久
留
米

市
内
北
部
の
小
山
地
域
に
広
が
る

「
小
山
緑
地
保
全
地
域
」
の
一
角

に
あ
る
、
お
茶
畑
で
す
。

　
お
茶
と
自
然
を
愛
す
る
市
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
お
茶
の
木
を

管
理
し
、
毎
年
お
い
し
い
お
茶
を

作
っ
て
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
時
に

活
用
し
た
り
、
消
費
者
啓
発
活
動

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
新
し

い
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
興

　
子
育
て
支
援
分
野
に
従
事
す
る

上
で
、
必
要
な
知
識
や
技
能
な
ど

を
有
す
る
「
子
育
て
支
援
員
」
の

養
成
研
修
で
す
。

　
今
回
の
募
集
は
、
地
域
保
育

コ
ー
ス
で
す
。

　
【
研
修
実
施
時
期
な
ど
】７
月
か

ら
順
次
開
始
。
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

（
一
部
集
合
研
修
あ
り
）

　
【
対
象
】都
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
今
後
子
育
て
支
援
員
と
し
て

就
業
す
る
意
欲
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榛名地域契約宿泊施設
施設名 電話番号

市外局番０２７
部屋数

（収容人数） 備考

つるや ３７４・９２５３ ５室（１５人） 第一金曜日を除く８月中のみ　※
榛名湖温泉ゆうすげ元湯

３７４・９２１１
２６室（９６人）

天然温泉
コテージ ５棟（４０人）
ふじや ３７４・９１１１ １４室（４０人） ※
旅館高原 ３７４・９１０７ ９室（５０人） 団体料金あり

セゾン・ド・はるな ３７４・９６１１ １２室（５８人）
※新型コロナウイルス感染症の影響により、宿泊内容については縮小や変更の場合があります。
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